I D DATA 

18.5 型液晶ディスプレイ 

LCD - A 191 E シリーズ 




取扱説明書 


この度は弊社製液晶ディスプレイをお買い上げいただき、誠にありがとろございます。 
ご使巧の前に「本書 J をよくお読みいただき、正しし、おおり巧いをお願いいたします。 


ちをにお使いいただ<ために 


本書には、ご使用の際に重要な情報や、お客様や化の人々の危害や財産への損害を未然に防ぎ、製品を安全にお使しルがだくた脚こ、守っていただきたい事頂が示されていまず。 
本割よ、必要なときにずぐ養照できるように、お手元に置してご使用くださし、。 

お子様がお使いになるときは、保護者のかたが取扱説明書の中身をお読みになり、正しい使いかたをご指導くださし、。 

本書では、本製品を安全にお使いいただくためのを意事項を夕のよラに記載していまず， 


■絵記音の意巧 


A 


この記号は注意(舊告を含む）を巧す内客を 

例） A 


0 

この記号は禁止の行為をちげるちのです。記 

例） 

告げるものです。記号の中や近くに具体的な 

/ み \ 


号の中や近くに具体的な巧客が書かれてい 


巧客が書かれています。 

「発义ま* J を表すを表示 


ます。 

r 巧お禁止 j を表すお表吊 


一 

この記号は化ず巧っていただきたい巧為を 

例）化 

• 

告げるちのです。記号の中や近くに具体的な 

を 


内容が書かれています。 

「■扁プラグを巧く j を表すを表示 


^画面で見る7ニュアルを活用しよラ 

[画面で見るマニユア J レ]には、表示の調整/設定ち法や本製品の仕 
様などを記載しています。 

[画面で見るマニユア J レ]は、弊社ホームぺージ上でご覧になるか、 
ダウン□ー ドしてお使いください。 


▼ホームページ上で参照する 


① W 下の解社ホームページを開きます。 

http :// www . iodata . jp / product / lcd / wide / lcd - al 9 le / support.htm 
©該当型番の[ダウンロードぺージ]をクリックし、サポートライブラ 
リを開きます。 

® 取扱説明書等の[ガイ鬥のアイコンをクリックします。 


▼ダウン□ー ドする 


① LU 下の鮮社ホームページを開きます。 

http :// www . iodata . jp / product / lcd / wide / lcd - a 191 e / support.htm 
霞該当型番の[ダウン□—ドぺージ]をクリックし、サポートライブラ 
リを開きます。 

感サポートソフトをダウン□—ドします。 



ソフトウェアのダウンロード 

本製品をさらに便利に使えるツールです。興社ホームページの 
[サポートライブラリ]からダウンロードしてお使いください。 


▼ 画面設定ユーテイリテイソフト display Manager] 


[Display Manager ] は最適な画面の表示調整をマウス操作で簡単 
に設定することができます。 

巧応 0 S Windows Vis ね @/ XP / 2000 
巧応グラフィックチップを必ずご確認ください。 
http :// www . iodata . jp / amanaqer / 


▼ メッ它ージ着信おがらせ機能 「Message Monitor 着ピカ J 

[Message Monitor 着ピカ]は、メールの着信を LED ランプの 
点滅でおがら廿します。 

対応 0 S Windows Vis ね®/ XP / 2000 
対応グラフィックチップを必ずご巧認ください。 
http :// www . iodata . jp / dmanager / 


▼ダウン日ードする 

①け下の弊社ホームページを開きます。 

http :// www . iodata . jp / product / lcd / wide / lcd - a 191 e / support.htm 
霞該当型番の[ダウン□—ドぺージ]をクリックし、サポートライブラ 
リを開きます。 

感 「Display Manage りまたは 「Message Monitor 着ピカ J を選巧し、 

. ダウン□-ドします。_ 


A 危検 


下記内容を無視して誤ったおり扱いをすると、死 t または重傷を負うを険が切迫して生じることが想定されます。 


■本製品を修理 • 

piffi } 义災ゃ感電、破裂、ザ 
\JV 修理は算社修理セ: • 


巧お禁止 


-分解-改造しないでください。 

L やけど、巧障の原因となります。 

-ンターにご依おください。分解したり、巧造した場合、保証期間であつても有料修理 
となる場合があります。 


A 警告 


下記内容を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損傷を負う可能性が想定されます。 


■本製品をおほいになる場合は、本製品を接続ずる巧おやそれの周辺巧おのゾーカーが 
指示しているちち、を意表示を筋守し、正しい手順でおほいください。 

蓄告-注意事頂を無視すると人体にを大な損傷を負う可能性があります。また、正しい手順で操作しな 
おず い場合、予期せめトラブルろ销生する恐れがあ U ます。本製品を接続する機器やそれの周辺機器のメー 

力一力 f 指示している害告、ミち意事頂、正しい手順を厳守してください。 

■房常な音や貴いがしたり、加热、発煙したときは、すぐに傅吊を中止し、巧なサポートセ 
ンターにお問い合わせください。 

電源を切つて 、 AC コンセントからプラグを抜いてください。そのまま使用すると义巧-感電の原因と 
お!乃クを巧< なります。 




〇 

巧巧 


■AC アダプタ ー X については、な下にこミち意ください。 

※製品によっては添付していない場合もあります。 

♦必ず添巧または指定の AC アダプターを使巧してください。 

参 AC アダプターのケース UB 盼をカロ:したり、巧理に曲げたり、ねじったり、引っ張ったりしなし巧く 
ださい。 

参 AC アダプターを製品本体力、ら巧く場合は、必ずプラグ部分を持って巧いてください。ケ ー：/ ルを 
引っ張ると、断線または短絡して、义災および感電の原因となることがあります。 

参 AC アダプターじものを乗せたり、かぶせたりしないでください。 

参保ミ豆-保湿性の高いものの近くで使用しないでください。（じゆうたん、スポンジ、グンボール、発';包 
スチロールなど） 


〇 ■本製品の取り巧いは、化ず本きで}妄爲方まをご巧認になり、 UTF にごを意ください。 

♦作業の前に、本製品を接続する機器およびそれの周辺機器の電源を切り、 AC コンセントからプラグ 
を抜 L パ:ください。ブラグを巧かずに作業を巧うと、感電および玫障の原因となります。 

)1$ 守 参接続ケースレなどの部品は、添付品または指定品をご使用ください。指定品 W がを使用すると 

や故障の原因となります。 

♦ケーブルにものをの甘たり、引っ張ったり、?斤り曲げ-押しつけ-加工などは行わないでください。 
火^やな障の原因となります。 

參接続するコネクターやケースレを間違えると、コネクターやケースレから発煙したリ义巧の原因に 
なります。 

〇 ■本留品の移動の隐は、まず本製品を巧結している梢お*固巧巧おおよび本製品の電源 
を切り、 AC コンセントからプラグを巧いて < ださい。 

プラグを巧かずにあ動を行うと、感電および玫障の原因となります。 

がず 


(§) 

水めれ禁止 


■本製品をめらしたり、水気のぞい場所で使用しないでください。 

♦乂災-感電の原因となります。お風呂場、雨天、降雪中、お岸、水辺でのご使巧は、特にごま意ください。 
♦表示面に水滴などをつけたまま放置しないでください。水滴などがついた場合は、すぐに脱脂絹や 
柔らかい巧などで拭き取って < ださい。か置してお < と表示面が変色したり、シミの原因になりま 
す。また、水分が巧部へ浸入すると、巧障の原因にな U ます。 



巧ず 


A 

思《ま意 

巧义ま慧 


■AC ケーブルについては、 UTF にごミち意ください。 

参必ず添付または指定の AC ケーブルを使用してください。 

参 AC ケーブルを加工したり、巧巧に曲げたり、ねじったり、引っおったりしないでください。 

参 AC ケーブルを AC コンセントから巧く場合は、必ずプラグ部分を持って巧いてください。 

ケーブルを引っ張ると、断線または巧絡して、义災および感電の原因となることがあります。 
参 AC ケーブルの電源プラグは、めれた手で AC コンセントに接続したり、巧いたりしないでくだ 
さい。感電の原因となります。 

参本製品を長時間使わない場合は、 AC ケーブルを電源から巧いてください。 AC ケーブルを長時 
間接続していると、電カミ肖費-発熱します。 

参電源プラグはほこり力 S 付着していないことを確認し、根本までしっかり差し込んでください。 
ほこりなどカイ寸着していると接巧不良で义災の原因となります。 


OA 

巧守 巧8を憲 


〇 Ss 

アース接化する篇义を* t 


■ A 巳ケープルのアース y — ド結については au 下にごを意 < ださい。 

参故障-漏電時の感電巧止のため、化すアースリード線を接化（アース接続）してくだ 
さい。 

♦アース接続は、必ず電源プラグを AC コンセントにつなぐ前に行ってください。 
♦アース接続を外す場合は、必す雲源プラグを抜いてから巧ってください。 

♦アースリード線を AC コンセントに挿入、接幽させると、火ぶ-感電の原因になります。 


※[画面で見るマニュアル]やソフトウエアをご利巧になる場合は、インターネットへの接続が必要です。 



ハードウ卫ア保証書 


型 

番 

LCD - A 191 E シリーズ 



ご購入日より 3 日ケ月間有効です 

保証期間 

液晶ノ くネル(バックライト含む)は、 

ご購入日より 12 ヶ月間有効です 


ふりがな 

☆ 

おお前 

お 



客 

〒 

a ( ) - 

ご住所 

様 




☆巧の箇所は楷書で明確じご記入ください。 

記載漏れがありますと.保証期閒巧でも無料修理が受けられ 
ません。ご注意ください。販巧店欄は販売店でご記入いただ 
くものです。記入がない場合はお貸い上げの販宛巧にお申し 
出ください。 

また、本書は再を行いたしませんので紛失しない様大切に 
が巧してください。 


販 

ご購入 U 

住所•おお 

売 


店 

圃 


巧（- ) - 


■ ご販売店様へ 

1 . お客様へ商品をお渡しずる隙は必ず販売曰をご購入曰欄 
に記入し貴店名/住巧、貴店 E 日をご記入ご療印ください。 

2. 記載漏れがありまずと、保証期間内でを無料修理び受け 
られません。 


取扱説明書などの注意害きじしたがった化常な使用状態で、 
保部期間内に故障した場合には、商品と本保証書をご持參ご 
提示の上お貫いもとめの販売おまたは、弊社（襄面修理セン 
夕一宛）じご依頼ください。 


1-0 DATA 


I 夏アす‘スー•データ 



ユーザー登録、サボー トソフトの 
ダウン□—ドについで 


ユーザー登録をする際や、弊社ホームぺージより 
サポートソフトをダウン□-ドする際に S/N (シ 
リアル番号)が必要な場合があります。 

S / N は本製品の背面に貼られているシールに印 
字されている12衍の英数字です， 

(例: ABC 1 234567 ZX ) 

I S / N (シリアル番号)をメモしてください。 


ユーザー登録 

http://www.iodata.jp/reg に t/ 


直販サイト「アイオープラザ」より 


の巧 S 品をはじめ、すべでの巧な里!品を肪荒中。 

② 巧一でをま似の製品保芭サービス受け。 

③ 新規登居登録で、宙持ポイント1,000円分進呈。 

巧巧の客は予告なくを更するちさがちります。 


■ アイオープラザ ■ 


www.ioplaza.jp/pkg.htm 



めれを禁止 


■めれた手で本製品を巧わないでください。 

感電や、本製品の故障の原因となります。 


Q ■巧障や異常のまま、适電しないでください。 

本製品に故障や異常がある場合は、必ず接続している機器から取りがしてください。また、本製品に通 
電をしないでください。そのまま使用すると、义災-感電-巧障の原因とな U ます。 

窝止 

■本製品は AC 100 V き用です。巧定 W かの電源電圧で活用しないでください。 

巧ず 


を 

を 


■液晶/ X ネルから漏れた巧巧(液晶)にはがれないで < ださい。 

誤って巧晶パネルの表示面を破壊し、中のミ夜体(ミを晶)が漏れた場合には、巧体を口にしたり、口及 
い込んだり、巧膚につけないよ5にしてください。巧が 一、 液晶が目や□に入った場合は、すぐに 
水で5分け上洗い、医師の診断を受けてください。また、皮膚やを服に巧晶が付着した場合は、す 
ぐにアルコールなどで拭き取り、石験で水洗いしてください。そのまま放置すると、皮膚や巧月居 
を傷めるおそれがあります。 

■旧包用のビニール萬や取り巧したかさな部品(キャップやネジなど)については、 W 下 
にごを意 < ださい。 

参個包巧のピニール袋や取りがした小さな部品(キャップやネジなど)は、幼児や子供の手の届くと 
ころに保管しないでください。ビニール袋をかぶったり、かさな部品を誤って飲み込んだりすると、 
窒息の想れがあります。 

参ピニール袋は、可燃物ですので、义のそばに置かないでください。 


A ミち意 


下記内容を無視して誤ったおり扱いをすると、人が損傷を負ラ可能性又は物的損害のみの発生が想定されます。 


0 ■製品は W 下のよラな場所で巧管•使用しないで < ださい。 

が障の原因になることがあります。 

参振動や衝撃の加わる場所参屋か参直お日光のあたる場所参湿気やホコリが多い場所参温湿 
窝止 度差の激しい場所参水気のさい場所(台所、お室など）参傾いた場所参属食性ガス雰囲気中に 12、 

H 2 S . NH 3. S 02. N 0 x ^ C < i :) 参静電気の影響の弓まい場所参熱の発生する物の近く（ストーブ、ヒータ 
-など）♦強い礎力-電ミ巧の発生する物のおく（携帯電話、磁石、ラジオ、お線機など） 

《使用時のみの制限》 

参保ミ品、保湿性の高いもののあく（じゆうたん、スポンジ、ダンボール、発ミ包スチロールなど） 

♦製品に通気孔がある場合は、通気?しがふさがるような場所 

■本製品は精を部品でず。 W 下のことにご注意ください。 

♦落としたり、衝撃を加えたりしない♦重いものを上にのせない参本製品の上に水などの液体 
や、クリッブなどの小部品を置かない参本製品内部およびコネクター部にあ体、金属、たばこの煙な 
禁止 どの異物を入れない 

■ケープルについて 

♦ケールは足などに引っ掛からないように、配線してください。足を引っ掛けると、けがや接続機器 
のな障の原因となります。 

巧巧 参熱器具のそばに配線しないでください。ケースレ被覆力砸れ、接軸不良などの原因になります。 

♦動作中にケーブルを激しく動かさないでください。接巧不良およびそれによるデータ破壊などの原 
因にな U ます。 




〇 ■本俯こついた巧れなどを落とず場合は、まらかい巧で巧巧きしてくださし、。 

参洗剤でミちれを落とす場合は、化ず中性洗剤を水で薄めてご使用ください。 

参ベンジン、アルコール、シンナー系のミ容剤を含んでいるものは使用しないでください。 

がず 参市販のクリーニングキットを使用して、本磬品のクリーニング作業を巧わないでください。お障の 

原因となります。 

0 ■本製品を結留させたまま使わないでください。 

時間をおいて J き露力％:くなってからお使いください。本製品を寒し中斤から暖かい場所へ;多動したり、 
部屋の温度が急に上昇すると、表面-内部が結露する場合があります。そのまま使うと誤動作やな障 
禁止 の原因となる場合があります。 


〇 ■電液障害について 

他の電子機器に隣接して設置した場合、お互し U こ悪影響を及ぼすことがあります。特に巧くにテレビ 
やラジオなどが南る場合、が音が入ることがあります。その場合は巧のようにしてください。 

货ず 参テレビやラジオなどからできるだけ離す。参コンセントを別にする。参テレビやラジオのアン 

テナの向さを変える。 


A 

手をはさまない 


■ディスプレイのち度および富さ調窒時に、巧をはさまないよラに気をつけてくださし、。 

けがの原因となること力、’あります。 


A ■巧精巧労について 

/、\ デイスブレイを見る作業を続けるときは、作業場を300〜1000ルクスの明るさにしてください。ま 

/ • \ た、連続作業をするときは、1時間に10分から15分巧度のか憩をとってください。長時間デイスプレ 
ま應 イを見続けると、眼に疲労が蓄積されます。 


0 


禁止 


■電源を入れたが憩で、ちお向け、巧たおし、逆さまにして使用しないでください。 

内部に熱がこもり、発乂のおそれがあります。 


Q ■本製品(ソフトウェア含む)は曰本国巧仕様でず。 

本製品を日本国外で使用された場合、舆巧は一切責任を負いかねます。また、興巧は本製品に関 
し、日本国外への巧術サポート、およびアフターサービスなどを行っておりま廿ん。あらかじめ、 
禁止 ご了ホください。 


お取り扱い上のミ主意 



ノ ソコンに接続する 


■画面の規き巧きを巧ぐために 

同じ画面を長時間き示させていると画面の焼き付きを起こすことがあります。焼き付きを防ぐために巧のことを行っ 
てください。 

♦バソコンやデイスプレイを使用しないときは電源を切ってください。 

♦なるぺ<、省電力槪能またはスクリーンセーパー概能をご使巧ください。 

■お手入れのために 

♦表示面がちれた場合は、脱脂綿か票らかし请れしけぶ巧で輕く拭き取ってください。 

♦表示面じ例の汚れは、柔らかい桐こ水または中性洗剤を含ませて軽く絞ってから、軽く拭いてください。ベンジンや 
シンナーなどの港剤は避けて < ださい。 

♦表示面に水滴などをつけたまま於[置しないでください。水滴などがつしげこ場台はすぐに脱脂綿や柔らかし巧などで 
拭き取ってください。放置しておくと表示面力逕色したり、シミの原因になります。また、水分が内部へ侵入すると故 
障の原因にな U ます。 

■パックライトについて 

本製品に使用しているバックライトには寿命力碟ります。 

画面が暗くなったり、チラついたり、点巧しないときは、新しい巧晶パネ J レへの交镇が必要です。 

※ご自分での交巧は絶巧にしないでください。交換等につきましては、巧社サポートセンターへお問いさわ甘ください。 
※バネルおよびパックライトは1年聞保証となります。 

♦液晶バネルは非常に高価です。有料による液晶バネル交換は富額になることをあらかじめご了承ください。 


■有寿を巧品について 

本製品には、有寿命部品レけクライト、アルミ電解コンデンサ)が含まれてしぶす。 

有寿命部品の寿命は、使巧頻度や使巧環境(温湿度など)等のま件により異なります。 

本製品は，一般家庭やオフィスでの使用を想定して設計されていますので、それけ外の環境でご使用される塌合は、 
寿命方觸くなる塌合があります。 

■連結使巧について 

本製品は、24時間連続使用を前提とした設計ではございません。 

有寿命部品の消耗を加速させる原因となりますので、24時間連続でのご利用は避けてください。 

■その他 

♦ご使用にならないときは、ほこ U か’入らないよ亏力/一などをかけてください。 

♦表示部の周囲を押さえたり、その部分に過度の負ちがかかるが態で持ち運んだりしないでください。ディスプレ 
イ部が破損するおそれがあります。 

♦ディスプレイ部の表面は傷つきやすいので、工具や館筆、ボールペンなどの固いもので巧したり、日 P しけこり、こす 
つた U しないでください。 

♦表示面上に 減点(点灯しない点)や輝点(点灯したままの点)がある塌合があります。こ れは、液晶バネル自体が 
99.9995%が上の有効画素と0.0005%の画素巧けや輝点をもつことによるものです。故障あるいは不良で 
はありません。修理交換のが象とはなりま廿んので、あらかじめご了承ください。 

♦見る角度や;品度変化によってもをむらや日月るさのむらがちえる塌合があります。 

これらは、故障あるいは不良ではありません。條理交換のがをとはなりませんので、あらかじめご了承ください。 

♦本製品の取り付けやおりかしのときは、がず、バソコン本体および同辺機器の電源を切つてから巧ってください。 

参本製品の修理は弊社修理センターにご依巧ください。送巧ホについては本紙裏面[修强こついて]を参照してください。 


参化震、雷などの自然災害、义お、第兰者による行為、その他の事な、お客様のな意または過失、誤用、その他異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 
^胃を Iw ♦本製品に付属の巧损説日月書の記載内容を守らなしにとにより生じた損害に関して、当社は一切の責任を負いません。 

L J しで •当社が関与しない接続槪器、ソフトウェアなどの意図しない組み合わせによる誤動作か、ングアップなどから生じた損害に関して、当祉ま一切責任を負いません。 

•本磬品の保証条ホは、裏面の r 保証規定 J をご覧 <ださい。 •本製品の仕様および外観は、巧良のため予告な < 変更ずることがあ口ます。 


箱の中身を確認する 


□ 液晶デイスプレイ本が □ アナ□グ接続ケーブル※(約 1.5 m ) 

□ 台座底巧 

间 LCD - A 191 E シリーズ 
取扱説明書(本書） 


XPC - 9800シリーズおよび Apple Macintosh 
シリーズでアナログ接結ケーブルをお巧いにな 
る際には、別途ホ販のを巧アダプターが必要に 
なる場合があります。 



□ AC ケーカレ(約 1.8 m ) 



□ 才ーデイオケーブル(約 1.8 m ) 



参5—、不足品がございましたら巧なサポートセンターまでご連絡ください。 
を胃参箱.捆包材は大切に保管し、修巧など輸送の際にご使巧ください。 


0設置する 


A ♦作業中は、液晶デイスプレイを床などに落としたり、パネル 
を傷つけたりしないよろに十分ご注意ください。 

ま意 ♦作業の際に、デ'イスプレイ部(表示面）を手で強 < 押さえない 

よろに気をつけてくださし、。 

液晶パネルが故障または破損するおそれがあります。 


台座底板を巧り巧けるには 


本製品を箱から取り出した時点では、台座底板は外された状態になっていま 
す。本製品を机の上などに設置する場合は、液晶ディスプレイ本体に台座底 
板をおり付ける必要があります。 


手順.1 

U 

手順.2 


台座底板を机の上などの平ら 
なところに置きます> 

両手で液晶デイスプレイのフ 
レーム部分を持ち、台座ネッ 
クを台座底巧の<ぼみに合わ 
廿て、「カチッ_!と音がするまで 
はめこみます。 



チルト調整 


本製品のデイスプレイ部は前に 5- 、後ろに20° 
の節囲で調整して < ださい。 

調整の際は、下図のよろに巧手で左右のフレーム部 
分を持ちながら角度の調節を巧って < ださい。 




A ♦この節囲 L ソ上に側してご使巧になると、本製品が転倒または 

/: \ 破損するおそれがあ U ます。 

を胃 ♦ディスプレイ部（表示面）を手で巧さえないように気をつけて 

A <ださい。 

液晶パネルが故障または破損するおそれがあります。 

手をはままない♦チ J レト調整の際には、手や指をはさまないよろに気をつけて 
ください。 



因使ぅ 


ノぐノコンとの接続が完了すれば、使用することができます。 

詳しい説明（メニューの説明やハードウェア仕様など）は、「画面で見るマニユア Jkl を参照してください。 


のち目リ 下記では、台座底おをあ晶ディスプレイ本体に取り付けたあとの図で説日月します。 



〇 [ AUTO ] ボタン 

アナログ入力時の位置調整を自動で行い 
ます。調整/設定メニューの決定などに使い 
ます> 

® [—] ボタン X 

調整/設定メニューの選がや調整個を減ら 
すときに使います。 


包 


LED ランプ 

電源が ON になると LED ランプが青色に 
点灯し、省電カモード時は情色になります。 


0 [ + ]ボタン X 

調整/設定メニューの選がや調整値を増や 
すとぎじ 


i ; きに使います。 


® [ MENU ] ボタン 

調整/設定メニューの表示やキャンセルな 
どに使います。 

長巧し(約3が)でメニューをロック/ロック 
解除できます。 


© 


[む]電源ボタン 

電源の 0 N 、0 FF を巧います0 


OSi 出力します。 



@ ACIN ] ネクタ- 

添付の AC ケーブルを巧続します， 


© AUDIO IN コネクター 

添付の才ーデイオケースレを接続します。 

® D - SU 己コネクター 

添付のアナ□グ接続ケーブルを巧続します。 


※メニユーが表示されていないときじ巧すと、シヨートカツトメニユーが表示されます。 
シヨートカツトメニューでは、輝度、コントラスト、ボリュームの調整ができます。 


〇 お難防止 ホール 

必要に応じて市販のセキュリティケーブ 
ルを取り付けること力巧きます。 

© 台座ネック 

別を VESA アームなどの固定器具を取り 
つける場合は外すことができます。 

415^台座底报 

本製品を机の上などに設置する場合は、 
お晶ディスプレイ本体に台座底おを取り 
付ける必要があります。 

取り付けち法についてはに設置する】を 
ご賢くださし、。 


裏につづ< 












































































































































































































































はぃ ， 


画面がぼやける。 はい 

縦長の映像になってしまう。 


I いいえ 



デイスプレイの LED ランプが はい、 
点巧しない。 


4^ 


し、いえ 


困ったとさには 


よ<ある質問 


Q 1 '液晶ディスプレイのスピーカーから音び出ない 


B 液晶ディスプレイとパソコンが正しく才ーディオケーブルで接続されているか 
ご確認ください。 

B 液晶ディスプレイ前面のボタンで、音量を調整してみてください。また、パソコ 
ン本体側の音量を上げてみてください。 

Q パソコン側の音青出力がミュートになっていないかご確認ください。 


Q 2 画面か f 表示されないまたは、画面の表示が態が異常である 


Q 下のフ□-チヤートにしたがってチェックしてください。 


トラブル解ずフ □- チヤート 


匯 


スタート 


. はい 
■ し、し、之 


r [アナ□グ接続の場合] 

表示がにじむ、を体的または 
部分的に揺れたりちらつきが 
心 I ゎ'一©_ 


使ラ（つブき) 


ケーフル類のまとめ方例 


本製品に接続するケーブルやマウス、キーボードのケーブルを1<ソ下のよラに 
本製品の台座の下を通してデスク上をすつきりと使巧することができます。 



A 

を意 


♦ケーブルを強く引っ張ると本製品が転倒または破損するおそれが 
あリますのでご注意ください。 



台座底板を取り外すには 


アームを 取りはけるには 


[This resolution is not 


♦ AC ヶーカレ/ AC アダプター※ 
がしっかり差し込まれている 
ことをご確認ください。 

参本製品前面の[電源ボタン]を 
押してみてください。 

※製品によっては巧巧していない場ちも 
あります。 


EUMI 机の上などの平らなところ 
に柔らかい巧などを敷き、パ 
ネル面を下にして本製品を 
置きます。 

右図のように机の端に置いてくだ 
さし、。 




台座底板裏面のツメを矢 
巧の方向に巧して、台座底 
板を液晶ディスプレイ本 
体から取り外します。 



必要に応じて台座を取り外し、 VESA 規格に準拠した市販のアームなどの固 
定器具を取りけけることができます。アームや、アーム取り巧け巧ネジは別途 
ご巧意ください。 


•作業中は、液晶デイスプレイを床などに落としたり、パネルを 
傷つけたりしないように十分ご注意ください。 

参作業の際には、棄らかい巧などを敷いて、パネルに傷力、'つかな 
いよろにして < ださい。 

•電源を切り、をてのケーブルを外したが態で作業を巧ってく 
ださい。 

¥をはさまない♦ご用意いただいた固定器具の取扱説明書もご覧ください。 
おりかしたネジ、台座は大切に保管してください。 


も 

么 


机の上などの平らなところに柔らか 
い巧などを敷き、パネル面を下にして 
本製品を置きます。 

図のよラに机の端に置いてください。 


台座の3個所のネジをはずし、台座を 
取り外します。 

図の4個巧のネジ巧を利巧してご巧 
意いただいた固定器具を取り付けて 
ください。 

♦固定用のネジは、 「 M 4 xl 0 mm 」 のもの 
をご用意ください。 

♦本製品のスタンドを除いた質量は、 

約 3.6 kg で不 

固定器具は本製品の質量に耐えられる 
1 00 mm ピッチのものをご用意くださし、。 



supportedj または 
r 巧応外の信号が入力されて 
います J と表示される。 

4ぃぃぇ 

「No video sianalj または 
「映像信号が入力されていま 
せん J と表示される。 


はぃ， 



I いいえ 


I いいえ 



[ AUTO ] ボタンを巧して自動調整を行 
つてみてください。それでも改善され 
ないよラであれば、調整/設定メニュー 
から[手動調整]の各メニュー、[その 
化]の[スムージング]を調整してくだ 
さい。 

(画面で見るマニュアル参照） 


る 0 S 毎のリフレッシュレート(垂直周 
液数)を 60 Hz や 75 Hz にしてみてくだ 
さし、。リフレッシュレートの設定を 
r 60 HzJ や r 75 HzJ に変更することに 
より改善される場合があります> 

0 S ごとの変更手順は W 下をご覧くだ 
さし、。 


八 


[個人設定]-^[画面の設定]^[詳細設 
定]ボタンー[モニタ]タブー[画面の 
リフレッシュ レート] 


[画面のプロパティ ] 一[設定]タブ- 
間細設定(詳細)]ボタンー[モニタ] 
タブー[画面のリフレッシュレート] 


「画面を体がぼやけるパ縦長の映像になってしま引という場合は、パソコンで設 
走されている解像度が本製品に最適な解像度になっていない可能性がありま不 
パソコンの瞄像度を本製品の最大表示瞄像度に設定してください。 

烟面で見るマニュアル【ハードウエア仕様】参照） 

ご使用のパソコン環境によっては最大解像度が選べない場合があります>その場合は、最 
大辭像度が選巧可能なグラフィックドライバをパソコンメーカーまたはグラフィックボー 
ドメーカーから入手してくださし、。 



パソコン側で本製品の仕様外の瞄像度やリフレッシュレート唾直周玻数)を設定され 
たためと思われます • W 下の方法でパソコンの設定を変更してください。 

Windows 起動□ゴが表示される前あたりで、キーボードの [ F 8] キーを斷 
続的に何回か押します。キーを巧したままにしなし巧ください。 


帷解像度ビデオ (640 X 480) を有効にする]を選巧し、 [ Enter ] キーを押します。 


[ VGA モードを有効にする]を選巧し、 [ Enter ] キーを押します> 

①デスクトップ懼撇部分で右クリックし、[プロパティ ] (Windows 

Vis ね®では[個人設定])をクリックします。 

@[画面のプロパティ ] が起動するので、[設定]タブをクリック 

(Windows Vis ね®では[画面の設定]を選キ只）し、本製品が巧応して 
いる解像度内にて、巧めて解像度を設定します。設定後、陋用]ボタ 
ンをクリックし、 [0 K ] ボタンをクリックします。 

対応外の的像度方谴巧された場合でも、 [ ESC ] キーを押せば元の解像度に復帰できます。 

その後、 Windows をち起動します， 


♦接続ケースレがしっかり接続されていない可能性があります。 

接続ケーブルを巧度接続し直して、パソコンの電源を入れ直してください。 
♦ノートパソコンと接続している場合、映像信号出力の設定が正しく行われてい 
ない可能性があります。 

ノートパソコンの取扱説日月書などをご確認の上、映像信号出力先を正しく設定 
し直してくださし、。 


蹤または横に1本もしくは数本 
の動かない線が表示される。 


函面を体の表示色がおかしい 
(を体が黄色っぽい、青っぽい 
など） 



A 

•指を挟まないようにま意して、 

ゆっくりと台座を引き巧いてく 
ださい。 

ま意 

\ 

J 


ネジ巧の位置 



対処4 


対処2 


手順 .3 


手順 .3 


Windows Vista ® の場さ 


Windows XP / 200□の場合 


手順 .2 


Windows XP / 2000の場合 


Windows Vista ® の場さ 


手順.2 


手順 .1 


手順 .1 


その2 


その1 


手順 .2 


巧処3 


対処1 


これらは、パソコン側で設定する項目となり 
ます。パソコン本体もしくはグラフィックカー 
ドのメーカーへお問い合わせください。 


液晶パネルが 99.999 5 %W 上の有劾画素数 
と 0.0005% の函素夕けや輝点を持つことに 
よるもので、故障ではありません。修理交換巧 
象になリませんので、ご了承くださし、。 


巧処4へ 

※パソコン起動時や、スタンバイ時、 
シャットダウン時に数秒間表示さ 
れる場含がありますが、故障では 
ありません。 


対処3へ 


巧処2へ 


デイスプレイとパソコンの電 
ミ原を入れても、パソコンの画面 
が表示されない。 


巧善しない 


修理-回収-リサイクル 


修理についで 


1.依頼前にお認すること 


本製品の修理をご依頼される場台は、 L ソ下の事項をご確認 < ださい。 

修埋の際に、製品ごと取り替えることがあります。その際、表面に貼られている 
シールなどは失われますので、ご了承ください。 

■修理金額について 

•保証期間中は、無料修理いたします。ただし、ハードウエア保註書に記載され 
ている「保証規定_!の保証適応外に該当する場合は、ち料となります。 

※保証期間については、八ードウエア保証書をご覧ください。 

※ハードウエア保証書に記載された保証期間にかかわらず、パネル、バックライトは一年保 
証となっておりますのであらかじめご了承ください。 

•な詰期間が終了した場合は、ち料にて修理いたします。 

※弊社が販売終了してから、一定期間が過ぎた閣品は、修理ができなくなる場含があります。 
また、その際には同等の後継製品などで対応させていただく場合がございます。 

参お送りいただいた後、有料修理となった場をのみ、修理金額をご案内いたし 
ます。修理を巧ろといご返事をいただいてから修理をさ廿ていただくこ 
ととなります。（ご巧頼時に FAX 番号をおがらせいただければ、修理金額を 
FAX にて連絡させていただきます。）修理しないとご判脚いただきました場 
合は、無料でご返送いたします。 


2.修理品の巧頼 


本製品の修埋をご依頼される場合は、 W 下を行ってください。 

① シリアル番号などをメモに控え、お手元に保管ください 

お送リいただく製品の製品ち、シリアル番号、ご発送いただいた日付をメモに控 
え、お手元に置いてください。 

《製品ち (Model Name )、 シリアル番号 ( S / N ) は、製品背面に貼られているシールに印字 
されています。 


©これらをご用意ください 

♦必要事項を記入した本製品のハードウェア保証書（コピー不可） 

※ただし、保証期間が終了した場合は、必要ありません。 

参下の内容を書いたもの 

返送先[住所/氏を/(あれば) FAX 番号]、日中にご連絡できるお電話番号、 
ご使巧環境(機器構成、 0 S など）、故障状況（どろなったか） 

® 修理品を個包してく ださし、 

♦上で用意した物を修理品と一緒に個包してください。 

♦輸送時の破損を防ぐため、ご購入時の箱-個包巧にて個包してください。 

♦ご購入時の製品箱がない場合は、 W 下のよラに厳重に個包してください。捆包が不 
十分ですと、輸送中に製品が破損してしまいます。 

(個包が不十分のために輸送中に製品が破損した場合は、有料修埋となリますのでご 
注意ください。） 

♦液晶パネル部分に、保護するためのおやダンボールなどをあててくださし、。 

♦製品が動かないよラに、媛衝巧は上下左右、台座周辺に十分にご用意ください。 

@修理をご依頼ください 

♦修理は、下の送け先までお送りくださいますようお願いいたします， 

※原則として修理品は弊社への持ち込みが前提です。送付される場合は、発送時の費用はお宮 
様ご負担、修理後の返送費用は蝶な負担とさ廿ていただきます。 

※修理の際に弊社の品質基準に適合した相当部品を使用することがありますのであらかじめ 
ご了承ください。 

♦送巧の際は、紛失等を避けるため、宅配便か書留郵便小包でお送りください。 


〇 干 920-851 3石川県をお市お田町 2 T 目84番地 

アイ■才 一■ データ 第2ビル 

送付株式を巧アイ■才 一■ データ機器修理センター巧 


液晶ディスプレイの回収-リサイクルについで 


お問い台ねせについで 


本製品に関するお問い合わせは弊なサポートセンターで受け付け 
ています。 


.ホームページを確認する 


【困ったときには】で解決できない場含は、サポート web ぺージ内の「製品 
Q & A 、 News ] などもご覧ください。 

過去にサポートセンターに寄せられた事例なども紹介されています> 

こちらも参考にしてください。 

製品 Q & A 、 News など 
- ► http :// www . iodata . jp / support / 


2.解決で夏ない場合は 


それでも解決できない場合は下記へお問い合わせください。 


© 


■お問い合わせ窓口 

住戸斤：干 920-851 3石川県をお市お田の 2 T 目84番巧 
アイ■オー-データ第2ビル 

株式を社アイ■オー■データ巧器サボートセンター 
電話：本社 076-260-3633 東京 03-3254-1092 
FAX :本社 076-260-3360 東京 03-3254-9055 

※受付時間9: 00〜17: 00月〜金曜日け兄祭日を除く） 

インターネット： http://www.iodata.jp/support/ 


■お知らせいただ < 事項について 

1. ご使用の與社製品ち 

2. ご使用のパソコン本体と周迅機器の型番 
3，.が用の OS 

4. トラブルが起こったが態、トラブルの内容、現在のが態(画面のが態や 
エラーメッセージなどの内容） 

※ご提供いただいた個人情報は、製品のお問合せなどアフターサービス及び顧客満足度 
向上のアンケート W 外の目的には利用いたしません。 

また、これらの利巧目的の達成に必要な範囲内で業務を委託する場合を除き、お客様の 
同意なく第兰者へ提供、または第兰者と共同して利巧いたしません。 


アイオー- 1- フテイ 




万一のが障時にちまもしてご利田いただ < 為の有償サービスです。 
優先電話(フリータイヤル)受付や、巧障時のスムースな代品交換等、を 
種メニューを取り揃えております。 

詳細は下記弊社ホームページをご参照<ださい。 

http :// www . iodata . jp / iss / 

※本製品ご購入日から已〇日じ(内にお申し込みくださし、。 


蜂巧では製品のリサイクルの容易さや電カミ肖費の抑制など提境負荷を軽減する製品開発を進めています。 
液晶ディスプレイ製品の回収-リサイクルにご協力をお願いいたします。 


ぶる人のお客様は 


與社では、法人のお客様がご不要になった與社製液晶ディスプレイ製品の回収- 
リサイクルのご案内や料金のお見積もりを行っております。詳細は、ち記リサイク 
ル窓口 r アイ-才ーエコステーシヨソまでお問い合わせください。 


♦ ご家庭でお使いのお客樣は 


弾巧では r 資;原ち効利用促をま_!にもとづき、ご家庭でが出される弊社製液晶 
デ'ィスプレイのリサイクルを実施しています。 

回収されたあ晶ディスプレイは、がたな資源として生まれ変わります。この巧り 
組みを通じて、お巧はユーザーの皆様とともに i 也が環境保をのミき動を進めてま 
いります。回収-リサイクルのご案内、お申し込みについては、ち記リサイクル 
窓口 r アイ-才ーエコステーシヨン"こてをります。 


料をについで 


逃 

I 」サイクル 


液晶ディスプレイ本体の 「 PC リサイクルマーク j のち無により 
料金が異なります。なお、 PC リサイクルマークがない液晶ディ 
スプレイを2003年10月1曰 W 降にご購入、ご家庭でご利巧 
いただきましたお客様には弊社が無料で PC リサイクルマーク 
を提供し、回収-巧資源化いたします。詳細は弊社ホームペー 
ジをご覧ください。 

- ► http :// www . iodata . ip / support / 


© ■リサイクル窓口 

r アイ-才ーエコステーシヨン J 専巧ダイヤル 

電話： 076-260-3616 

※受付時間9: 30〜12: 00/13: 00〜17: 00月〜金曜日(祝祭日を除く） 
※リサイクルに関するお問い合わせのみをつております。 

その他のご質問につきましては、ち記「お問い合わせ窓 □_! へご相談ください。 


VCCI 規格についで 


J-Moss についで 


この装置は、情報赃理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の皇準 
に基づくクラス目情報巧術装置です。この装置は、家庭環境で使用す 
ることを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受 
信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがありま 
す。本説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


|/€1 


この装置は、「電気-電子機器の特定の化学物質の含有表示ち法 
CHS C 09已0)」に基づきグリーンマークを表示しております。 
化学物質の含有情報は切下をご覧ください。 

http;//www. iodata.jp/jmoss/ 


图 


[ごま意] 

1 ) 本製品巧び本書は株式会社アイ • オー•データ機器の善作物です。 

したがって、本製品及び本書の一部またはを部を無断で複製、複写、転載、巧変することは法律で禁じられています。 

2) 本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器、ち器システムなどの人命に関る設備や機器、巧び;每底中継器、宇宙衛星などの高度な信頼性を必要とする設備や機器としての使用またはこれら 
に組みをんでの使用は意図されておりません。これら、設備や機器、制御システムなどに本製品を使用され、本製品の故障により、人身事故、乂ぶ事故、巧含的な損害などがまじても、聘社ではい方、なる責任も負いかねます。 
設憾や槪器、制御システムなどにおいて、冗長設計、火災延焼が策設計、誤動作防止設計など、安を設計に万全を期されるようごま意願いまも 

3) 本製品は日本国内仕横です。本製品を日本国外で使巧された塌台、弊社は一切の責任を負いかねます。 

また、脾社は本製品に関し、日本国がへの技術サポート、及びアフターサービス等を行つておりませんので、予めご了承ください 。 (This product is for use only in Japan . We bear no responsibility for any damages or 
losses ansing from use of , or inability to use , this product outside Japan and provide no technical support or after-seivice for this product outside Japan .) 

4) 本製品は r 外国為曾あび外国貿易ま J の規定により輸出規制製品に該当する場合があります。 

国外に持ち出す際には、日本国政府の輸出許可申請などの手続き方叱、要になる塌合があります。 

5) 本製品を運用した結果の他への影響については、上記にかかわらず責任は負いかねますのでご了承ください。 


[Windows Vista®P コについて] 

凹下の環境にて□ゴテストをおこなつております。 
• CPU : Pentium D 930 

•メモリー: 1 G バイト 

♦チップセット： 94己 G 
参グラフイツクボード ： GeForce 7600 GS 


[商標について] 

♦ 1-0 DATA は、株式舍社アイ-才 一■ データ撒器の登 
録商標です。 

参 Windows Vis ね®および Windows □ゴは、ホ国または 
他国における Microsoft Corporation の登録商標です。 
参 Apple 、 Macintosh は、ホ国および他の国々で登録さ 
れた Apple Inc . の商標または登録商標です。 

• その他、一般に舍社を、製品をは各社の商標または登 
録商標です。 


デジタルライフの妻を拡げる 

m アす’スー•デ ー g 機器 


がれサボートセン々一：千 920-8513 巧川は金が i|i 巧旧町 2TU84 岳巧 
ホームべージ： ht け;" www . iodata . jp / support / 


2008.12 .10 


大直インキを 
度吊しています 


化巧環境を守るため、 
再生紙を使巧していまず 


Copyright (C) 2008 1-0 DATA DEVICE, INC. All Rights Reserved. 


保証規定 


1. 〈保話内容〉 

取扱説明書-本体添付ラベルなどのを意書きに従った正常な使用 
状態で故障した場合には、本イ呆証書の記載内容に基づき、無料修 
埋します。修埋のため交換された本体もしくは ユニッ ト単位 
の部品はお返し致しません。 

2. 〈保証対象〉 

保註のが象となるのは製品の本体部分のみで、添付ソフトウエア 
もしくは添付の消耗品類は保証のお象とはなりません。 

3. く修理が頼> 

修理を巧社へご化頼される場合は、製品と本イ呆詔書を巧社へお持 
ち込み頂けますようお願い致します。送付される場合は、発送時 
の費用はお客樣のご負担、幹社からの返送時の費用は巧社負担と 
させて頂きます。また、発送の際は必ず宅配便をご利巧頂き、輪 
送時の損傷を防ぐため、ご購入時の箱•捆包がをご使用頂き、輸 
送に関するイ呆証および輸送がなが確認できる業者のご利用をお願 
い致します。 

4 . 〈保証適応夕 f 〉 

イ呆証書をご提示いただきましても々の場合は有料修理となります。 

1) ご購入日からお証期間が経過した場合。 

2) 修理ご化頼の際、本保証書のご提示がいただけない場合。 

3) 本イ呆証書の巧をま項（お名前、ご住所、販売店欄など〉が未 
記入の場合、または字句が書き換えられた場合。 

4) 义災、地震、水害、落雷、ガス害、塩害、そのイ也の天変地変、 
公害 または 異常電圧じよる故障もしく は 損傷。 

5) お買上げ後の輸送、移動時の落下•衝撃などお取り扱いが不適当 
なため生じた 巧晶パネルの傷を含む 故障もしくは損傷。 

6) 接続時の不備に起因する故障もしくは損傷または接続してい 
る他の機器に起因する故障もしくは損傷。 

7) 取扱説明書の記載の巧用方法または'ま意になするお取り掘い 
に起因する故障もしくは損傷。 


8) 弊社1^^かで巧造、調整、部品交換などをされた場を。 

9) その化弊せの巧断にをづき有料と認められる場合。 

5. 〈幹社を責〉 

本製品の故障、または使用によって生じた保存データの消失など、 
直接および間接の損害 じついて 鲜杜は一切責任を負いません。 

6. 〈イ呆証有効範囲〉 

本保証書は日本国内においてのみを効です。 

This warranty is valid only in Japan . 

* 本イ呆証書は、本書に明示した期間、を件のもとにおいて無料修 
理をお約まするものです。本保な書によってお客様の法律上の 
権利を制限するものではありません。 


おねがい 


本商品ぉよび本商品の取扱説明書の内容の一部または全部をお 
社の許諾なしに複製することはできません。 

本保証書は巧を事項が記入されることにより有効となります。 
本商品は将来改良のため予告なく変更する場合があります。 

本商品、またはこの一部をご利用じなる商品を販売される場合 
は弾社営業までご相談くださし、。 


■修理お送付を 干 920-8513 石り I 県をミ尺巿桜田巧2了目84番地 
アイ•才 一• データ第2ビル 
株ま会なアイ•才 一• データ機器修理センター 

















































































































































